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       会長 北 昌二郎 

  

 親愛なるロータリーの皆様こんにちは、本日のご出

席ありがとうございます。感謝申し上げます。 

 先週は例会を欠席させて頂きました。青木副会長に

は大変お世話になりました。小笠原幹事も欠席という

ことで、加登住幹事にもお世話になりました。ありが

とうございました。残り半年になったから気合が抜け

ている訳ではありません。人吉駅構内タクシー事業者

        

 国歌斉唱・Ｒソング斉唱 

 来訪者紹介、会長の時間 

 幹事報告 

 来訪者挨拶 

 出席率報告、会務報告 

 職場訪問卓話   

 寄付カード 

としてはJR九州様の企画した旅行には万難を排して

参加しなくてはならないと言うことで、青年会議所

卒業以来25年ぶりぐらいに釜山に行って参りまし

た。福岡空港から40分で釜山空港に到着、入国審査

もスムーズでした。タクシーを利用し1500円ほどで

ロッテホテルに到着。韓国料理と観光とカジノで例

会が気になりながらも２泊３日の旅行を楽しむこと

ができました。ありがとうございました。 

 そういうことで６月の慶山訪問の折にはコンパク

トな釜山に泊まるのもいいかな、と思った次第であ

ります。私がご案内いたしますので、ぜひ韓国へお

付き合い下さいませ。 

 さて、職業奉仕月間ということで本日は職場訪問

例会といたしました。本田パスト会長には大変お世

話になります。卓話も頂けるということで重ねてお

礼申し上げます。トシヒロさんにお願いして本当に

良かったと思っております。葉山委員長ありがとう

ございました。 

 職業に関連して少しだけ、私の経験をお話しさせ

て頂きます。つばめタクシーは平成７年までタク

シー事業だけでした。しかしバブル崩壊後、年々運

送収入は落ちる一方で、何とかしなくてはと思い始

めた、介護タクシーをきっかけに小規模多機能ホー

ムの開所からスタートし、爾来新規事業は殆どが補

助金を活用したものとなりました。補助金は知る人

ぞ知る有効なビジネスツールだと私は思います。担

当省庁は聞かなければ教えてくれません。何回も何

回も電話して修正し、初めて申請書が出来上がりま

す。事業の80％は申請書づくりと言っても良いくら

いの作業です。是非パソコンを開いて探してみては

どうでしょうか。10/10補助というのはなかなかあり

ませんが、３分の２補助や２分の１補助というのは

良く出ていますので、検討に値すると思います。 

 私が今考えている補助金活用の事業は、2020年被

災をした人吉観光の浮揚のために、ビジネス客、イ

ンバウンド客の獲得を改めて考えています。それは

人吉から鹿児島空港にバスを走らせることができな

いか。またボンネットバスを利用して、市内観光の
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循環バスを走らせることができないか。また人吉の

医療機関へえびの市や湧水町の患者さんや妊婦さん

をバスを使って送迎することができないか？特にえ

びのや湧水町には婦人科はあっても産科がない。赤

ちゃんを産む病院が無いのです。また人吉のように

大きな病院がないのです。肥薩線がないので自家用

車しかありません。これを亡くなられた愛甲先生と

検討していました。愛甲先生は３県境の産婦人科の

協議会の会長を引き受けられた矢先の事でしたの

で、とても残念な思いをしたのを思い出します。 

 補助金の話にもどりますが、この一連の事業はす

べて補助金の対象となるものです。これまでを振り

返ると「思いを形にする」そのために補助金が用意

されている。それこそが存続する力になるのではな

いか？と考えています。まずは物語、ストーリーを

考え申請書を書くところからのスタートです。パソ

コンを覗いてみてはいかがでしょうか。 

 最後に、今年の人吉ロータリーのテーマは 

「コ・クリエーション（共創）復興の希望を生み出

そう」です。会長の時間を終わります。 

 

 

   幹事 小笠原賢治  

     

≪連絡事項≫ 

・地区より2024-25年度地区研修・協議会の案内    

 日時:４月７日(日) 10：00～16：00 

 場所：熊本市「熊本城ホール」    

・2/3(土)熊本第6グループIM in多良木について 

 ＩＭ講演会 14:30受付15:00点鐘 多良木「石倉」     

     懇親会 17:30～「新辰巳」   

バス集合場所:葉山葬祭すみれホール１４時集合出発 

帰りは懇親会終了後 会場出発 

 ※懇親会キャンセル受付は2日前まで   

・今後の例会予定  

2月2日  クラブ協議会後半 12：30～ 

2月9日  地区管理運営委員会出前セミナー12：30～ 

2月16日 ＲＩ創立記念例会 12：30～ 

2月23日 休会  

 

【来訪者挨拶・バナー交換】 

 

 宮崎北ＲＣ 

 副会長 塩川聖一様 

 

 

 

 

 

   

   委員 吉野孝司 

【職業奉仕委員会】       

               委員長 葉山稔洋 

 皆様こんにちは。本日は本田パスト

会長のご厚意により、宿泊型の研修施

設「リュウキンカの郷」の職場訪問が

実現できました。ありがとうございま

す。そして、最近はお弁当の例会が多

いこともあり、“かまど”で炊いた美

味しいご飯に温かい食事をお願いしました。本日は大

変お世話になります。宜しくお願いいたします。 

 

 

 職場訪問卓話  

 

  古希を迎え 

  これまでの地域活動を振り返る 

 

ひまわり亭災害支援ネットワーク 

郷土の家庭料理 (有)ひまわり亭 

(一社)食・農・人総合研究所リュウキンカの郷 

                代表 本田 節 

 

 改めましてこんにちは。本日は少し

遠い場所の例会になりましたが、お忙

しい中、皆様おいで頂きありがとうご

ざいます。ご来訪の塩川様も、ありが

とうございます。私は今年満70歳、古

稀を迎えます。本日は私の人生を振り

返るということからお話をさせていただきたいと思い

ます。           

 

   第１章 自己紹介 
  
  “振り返れば、未来”   原点回帰 

 

人生の転換期① 

昭和29年11月球磨郡相良村の専業農家の長女として生

まれる。小さい頃より農作業で忙しい母に変わって 

祖母が作ってくれた手作りの家庭料理が私の原点。 

地元人吉高校を卒業。夢あって大学受験するも失敗、

父が勧めた地元の農協に勤務。JA女性部や地元のお母

さんたちから“食”について学ぶ。又、働くことの喜

びと厳しさを学び、お世話になっていた会社社長の勧

めでイヤイヤお見合い（笑） 
 
人生の転換期② 

ビビッとは来なかったが、夫はとても穏やかで真面目

そうな性格だったので、気の強い負けず嫌いの私には

相性が良いと思い結婚を決意。夫は五人兄弟の長男で

当初、嫁姑問題あり!! そういってるうちに次々と3人

の娘たちに恵まれ嫁姑問題はどうでもよくなった。 

 “夫婦は子はかすがい”と言うが嫁姑には“孫がかす

がい”となり仲良くなった。37歳で進行性のガンにな

り約半年間の闘病生活。そこで「命、食、農」につい

て深く考えることとなった。 

その時、人生の師となる「湯前町下村婦人会市房漬加

工組合初代会長 山北幸」さんとの運命的な出会いによ

り私の生き方、考え方が変わった。 
 
人生の転換期③ 

退院後、義母の勧めで公民館講座として郷土の家庭料

現 会 員 数   47名 出席免除会員数 0名 

出席義務会員数 47名  

欠 席 者 数 18名 
 

出 席 者 数 29名 

免除会員出席数 0名 ZOOM(-) 会場(29) 



理を学ぶこととなる。PTAの活動とと

もに大手を振って外に出られてうれし

かった。まだこの頃は初々しい嫁だっ

た(うふふ) 

そこで出会った仲間たちとボランティ

アグループ「ひまわりグループ」を立

ち上げ食による地域活動をスタート。

この頃から、妻の「ロマン」は、夫の

「フマン」に変わった？  

その後仲間たちと農村レストラン「ひまわり亭」

オープン。世の中は経済不況、でもなぜかコミュニ

ティー・ビジネスとして風が吹いていると予感。 

平成7年には統一選挙にて市議会議員となる (2期8

年) 農山漁村の男女共同参画社会の推進にも力を入

れる。平成16年には県議会議員選挙に出るも落選 
 
人生の転換期④ 

その後東洋大学の青木辰司教授の誘いでイギリスに 

グリーンツーリズムの研修に同行。毎年ヨーロッパ

各国に研修に出かける。カルチャーショックを受け        

“これからの農山漁村の地域活性化はこれだ”と今

回はビビッときた！！ 

すぐに青木教授に報告会を

兼ねた研修会に来ていただ

き、県10市町村の行政や関

係者に講演していただく。

その後、球磨地域振興局主

導による10市町村のグリー

ンツーリズム推進協議会が

設立された。 
 
人生の転換期⑤ 

そして各市町村の仲間達にも 

声をかけ海外研修、先進地視

察グリーンツーリズム全国大

会、九州大会など実践者の女

性たちも積極的に参加。その

結果、全国の実践者との交流

が深まり友情を深めてきた。

そのことが、農泊実践者たちの学びとやる気を深

め、広域連携による活動がスタートした。 

あれから約 20年、グリーンツーリズム、農泊、   

地域づくりにのめり込むこととなり現在に至る 

 

現在 

３組の娘家族（孫９人）に囲まれにぎやかな日々を

送っている。孫たちの成長が一番の楽しみ。 

17人でのホームパーティーは頻繁に行われ、孫たち

の毎回の出し物に大笑い。 

 

 

   第２章 はじめに 
 
  豪雨災害までの活動  

    ひまわり亭 

 

 

 

地域づくりからスタートした農村ビジネスの30年 

1990年：地域のボランティアグループとして       

「ひまわりグループ」がスタート 

独居老人への宅配弁当、高齢者の見守り、地域イベン

トへの参加など、地域の主婦による活動 

「地域の食資源を生かし 地域のお役に立ちたい！」 
 
1998年：郷土の家庭料理(有)ひまわり亭を設立 

  スタッフ:50～70歳代の主婦を中心に雇用。 

 「待ってました、定年60歳新入社員」 

 「生涯現役」高齢者雇用型・子育て支援型 

  年間約3万人来客および研修を実施 
 
 故郷・人吉 球磨というところ 

  人吉球磨(10市町村） 

  人口 8.3万人 

  農林業、観光業 

    熊本県の南西部に位置し、三大急流球磨川が流     

     れる盆地  

  日本遺産認定 

   人吉球磨の文化の礎を築いた   相良700年 

   民衆の手で守られた地域遺産   仏教美術 

   焼酎と遊びと民俗文化が息づく 暮らしと文化 
 
 なぜ、地域づくりが必要なのか!! 

  ふるさとの抱える課題と現状 

  ・超高齢化、少子化、過疎化⇒人口減少 

 ・産業（農林業、工業、商業、観光）の低迷 

 ・地域産業の担い手不足 

 ・住民所得の低下→自治体の財政力低下 

 ・“食”を取り巻く環境への危機感・不信感 
 
 キーワードは「もったいない！」 

・地域の財産！「おじちゃん、おばちゃんの  

 知恵と経験と技と感性」がもったいない！ 

・築１２０年の古民家がもったいない！ 

・足下にある埋もれている地域資源がもったいない！ 

・地域の素晴らしい食材がもったいない！ 
 
ひまわり亭のこだわり（モットー) 

・地産地消 

・食を通じた地元の情報発信 

・地元の旬の食材を使った食文化の創造と伝承 

・安心で安全な食の提供 

・グリーンツーリズムの推進 

・食育の推進 
 
地域づくりから地域経営へ キーワード「食」業 

・「食」業‥「食」をキラーコンテンツとしたあらゆ  

      るビジネス 

 農林水産物の生産、農産加工、直売所、農家レスト 

 ラン、グリーンツーリズムの推進による農泊など 

 

 

 

  

 

 

 

ひまわり亭の取り組み 

①レストラン業務（月替わり御前） 

②弁当（JR九州観光列車の弁当）により観光との連携 

③講演･食事･調理実習の三部研修 

④郷土料理伝承塾を主宰 地域の担い手である女性た

ちの研修と交流の場  



 私の地域づくりの師匠であり、これま

での人生で 最も大きな影響を受けた、

球磨郡湯前町下村婦人会市房漬加工組合 

初代会長 山北 幸さん 

女性起業家の草分け的存在であり、 

「まだ99歳！生涯現役」のとても素晴ら

しい女性です。平成25年2月に99歳で逝去

されました。下村婦人会は戦後に厳しい時期、女性の

経済的自立を求めて漬物づくりに取り組んだことに始

まり、昭和25年に発足した農村ビジネスの走りです。

私達ひまわりグループも多大な影響を受け今日に至っ

ています。その精神を次世代にまた繋いでいきたいと

思っております。 
 
 山北 幸さんの生きる哲学 

１．意志(こころざし)あるところに道がある 

２．継続は力なり 

３．一つ一つ障害物は乗り越えよう 

４．時間(とき)はあるものではなく、つくるもの 

５．寝ていても何も転がってきた試しはない 

６．起業は人づくりから 
 
もったいないをコンセプトに、25年間 郷土の家庭料

理ひまわり亭は、食資源を活かした『まちづくり・ひ

とづくり・元気づくり』をテーマとして、地域活性化

に向けて活動してまいりました。 

 

       第３章 新たなる拠点として 

             食・農・人総合研究所 

            リュウキンカの郷 

 

2017年７月、あさぎり町の古民家を再生し、リュウキ

ンカの郷をオープン！(民間の地域づくりの拠点) 

・古民家をリノベーションし研修 

 可能な設備へ 

・かまどでの炊事体験 

・蔵をリノベーションした一棟貸 

  し可能な宿泊個室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第４章 平成２３年の熊本地震 

     令和２年の球磨川豪雨災害から学んだ 

     ロータリーの奉仕の精神  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１人の力は小さいけれども、多くのロータリアンの皆

様のご支援、ご協力のおかげで活動出来ました。 

皆様との絆と繋がりに心より感謝申し上げます。 

 

   令和６年１月１日の能登半島地震発生 

被災された方々にお見舞いを申し上げ、尊い命をなく

された方々に心よりご冥福をお祈りいたしますととも

に、一日も早い復旧復興を祈念いたします。 

 

    ご清聴ありがとうございました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【寄付カード】   
       
〈ニコニコ箱委員会〉 

・葉山会員 本日は職場訪問例会に参加頂きありがと 

 うございました。また委員会行事として、優良職員 

 表彰がひかえております。表彰者のリストアップを 

 お願いします。最後に、節さんお世話になりまし 

 た。                   

・北会長 本田パスト会長ありがとうございました。 

                      

 

 

       点 鐘   北 昌二郎 会長 

 

 

       


